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《 中国情報通信懇談会／電波利用促進部会事業 》 
 

防災情報通信セミナーに係る 
提案及び機器展示の募集について 

 

電波利用促進部会では、別添企画案のとおり平成２６年１０月２日（木）に防災情報通信セミナーを開催します。

セミナーでは、会員の皆様から電波等の利活用による防災・減災又は災害発生時等における住民への情報伝達を行う

ための無線機器やネットワークシステムについての提案及び機器展示を予定しており、下記により募集を行います。 

つきましては、会員の皆様から多くの応募をお待ちしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 １  募集期間  

平成２６年８月２０日（水）まで 

２  募集内容 

(1) 電波を利活用した機器およびシステムの提案（ＰＴ）・・・２０分×３コマ 

 (2) 電波を利活用した機器およびシステムの展示・・・・・・１０～１２ブース程度 

３ 応募条件 

(1) 提案料(出展料)は無料です。 

(2) 提案または展示のみ、或いは両方への応募も可能です。 

(3) 提案の応募は１コマに限ります。 

(4) 展示はブース２箇所以上の応募も可能です。 

(5) 応募が多数の場合、提案者、展示ブース数及び配置については、当懇談会電波利用促進部会幹事会（部会長：

広島国際大学 川上教授）において選定・確定をさせていただきますので、あらかじめご了承願います。 

(6) 提案者の旅費、展示機器の運搬費、説明要員等の経費は、当懇談会では一切負担しません。 

(7) １ブースの広さは縦１５０cm×横２５０cm程度となります。 

(8) 機器展示に必要な台(１ブース：９０cm×１８０cm)は当懇談会にて用意しますが、次の物が必要な場合はご

用意願います。  

・隣のブースとの境又は背面の衝立が必要な場合は、ご用意ください。 

・電源が必要な場合は、テーブルタップをご用意ください。 

・展示台のクロスが必要な場合は、ご用意ください。 

(9) 機器展示場所は９時００分～１８時００分まで当懇談会にて借り上げしますので、９時～１１時までに機器

持込及び設置、１７時３０分～１８時までに撤収をお願いします。 

４  応募方法 

応募様式(Excel)を当懇談会ＨＰよりダウンロードいただき、必要事項を記入後、メール又はＦＡＸにて送付を

お願いします。 

    応募先 E-mail：denpa-bukai@cic-infonet.jp    ＦＡＸ：082-222-3373 

    件名：防災情報通信セミナーに係る応募について 

５ 照会先 

   中国情報通信懇談会 電波利用促進部会 事務局 

    E-mail：denpa-bukai@cic-infonet.jp     Tel：082-222-3356 or 3358 

６ その他 

     応募いただいた場合は、後日、担当からメール等により内容を確認させていただきます。 

   また、企画案に変更があった場合は、速やかにご連絡いたします。 
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『企画案』 

防災情報通信セミナー 
～ＩＣＴ利活用の取り組み～ 

 

 

２０１１年３月に発生した東日本大震災は、近年にない大規模な地震であり、津波等によりその被害は甚大なもの

となりました。また、今後十数年の間に発生の可能性が指摘されている南海トラフ巨大地震では、東日本大震災を上

回る大規模な災害が発生すると言われています。 

このように、私たちの生活は、常に大規模地震等の災害の脅威にさらされている中、その被害を最小限に食い止め

るためには、住民等への災害情報の伝達や防災関係機関の通信確保を迅速かつ的確に実施し、避難や初動体制を確立

させることが重要であり、そのために、電波の利活用が不可欠となっているところです。 

そこで、この度、「防災情報通信セミナー」として、防災に係る電波の利活用に関する講演会並びに機器展示会を開

催します。 

講演では、防災、減災のための住民への情報提供の重要性、情報伝達システムの早急な構築の必要性について理解

と認識を深めて頂き、防災関連企業の情報伝達システム高度化に関する取り組みについて紹介します。 

 

１ 日時（予定） 

（１）講演会（２階 レセプションホール） 

平成２６年１０月２日(木) １４時００分 ～ １６時４０分（開場 １３時３０分） 

１４：００～１４：１０   開会         １０分 

     １４：１０～１５：１０   講演         ６０分 

１５：１０～１５：３０   休憩         ２０分 

     １５：３０～１５：５０   ＰＴ１        ２０分 

１５：５０～１６：１０   ＰＴ２        ２０分 

１６：１０～１６：３０   ＰＴ３        ２０分 

     １６：３０～１６：４０   閉会         １０分 

（２）機器展示会（２階 レセプションロビー） 

    平成２６年１０月２日(木) １１時００分 ～ １７時３０分 

    出展：中国情報通信懇談会会員 ８～１０会員程度 

 

２ 場所（予定） 

  岡山コンベンションセンター 【講演会・機器展示会】２階 レセプションホール・ロビー 

岡山市北区駅元町１４－１ TEL:０８６－２１４－１０００ FAX：０８６－２１４－３６００ 

  

３ 講演及び講師（予定） 

基調講演 演題：防災に係る電波利活用講演① 

     講師：阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター 研究部 研究主幹  宇田川  真之 氏 

ＰＴ１  演題：防災に係る電波利活用講演② 

       講師：○○株式会社 ○○  氏 

  ＰＴ２  演題：防災に係る電波利活用講演③ 

       講師：△△株式会社 △△ 氏 

  ＰＴ３  演題：防災に係る電波利活用講演④ 

       講師：□□株式会社 □□ 氏 

 

４ 主催等 (予定) 

(1) 主催  中国情報通信懇談会、総務省中国総合通信局、岡山県 

 (2) 後援  中国地方非常通信協議会 

 

５ 対象／定員／参加費  

一般／１００名／無料 
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